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て
い
ま
す
。

化
の
課
題
は
、

村
農
業
に
も
直
結
し

い

。

①
　
初
山
別
村
の
人
口
減
少
、

高
齢

化
の
課
題
は
、

村
農
業
に

直
結

１
　
村
農
業
の
現
状

題
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、

村
農
業
の
現
状
と
課

題
に
つ
い

協
議

れ

。

か
れ
ま
し
た
。

回
初
山
別
村
農
業
委
員
協
議
会
が
開

　
令
和
2
年
1
0
月
2
1
日
に
第
5

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

あ
り
、

後
継
者
対
策
が
危
機
的
状
況

に

が
明
白
。

　
こ
れ
は
、

管
内
で
最
低
の
数
値
で

（

5
1
戸
）

と
の
回
答
で
し
た
。

ケ
ー

ト
で
は
、

後
継
者
無
し
が
8
割

超

い

が
判
明

い

②
「

人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
ア
ン

ケ
ー

り
ま
す
。

と
さ
ら
な
る
規
模
拡
大
が
必
要
と
な

す
。

Ｒ
1
2
～

4
4
h
a
（
6
0
％
増
）

Ｒ
４
～

3
4
h
a
（

2
3
％
増
）

Ｒ
２
～

2
7
h
a
。

③
平
均
耕
地
面
積

　
き
で
あ
る
。

　
の
農
業
採
用
枠
を
検
討
す
べ

。
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

の ・
法
人
雇
用
の
環
境
整
備
。

　
の
整
備
が
必
要
。

・
研
修
受
入
施
設
、

受
入
体
制

の
整
備
が
必
要
。

・
人
を
作
る
こ
と
が
前
提
。

〇
委
員
の
意
見

　
の
限
界
集
落
化
が
懸
念
。

・
基
幹
産
業
が
衰
退
し
、

村
の

限
界
集
落
化
が
懸
念
。

　
持
で
き
な
い
。

・
地
域
の
絆
（

祭
典
等
）

が
維

持
で

い
。

　
同
作
業
が
出
来
な
い
。

・
中
山
間
、

多
面
的
機
能
の
共

同
取

組
が
出
来

。

　
し
、

財
産
価
値
が
激
減
。

・
売
買
、

賃
貸
価
格
が
下
落

、

財
産
価
値
が
激
減
。

　
管
理
保
全
が
で
き
な
い
。

・
借
り
手
、

買
い
手
が
減
り
、

　
余
る
。

・
農
業
者
が
減
少
し
、

農
地
が

余

。

２
　
村
農
業
の
課
題

-　2　-

初
山
別
村
の
農
地
を
守
る
⁈

※
農
業
委
員
会
は
、
農
地
の

円
滑
な
継
承
と
世
代
交
代

が
、
農
業
・
農
村
地
域
の
持

続
的
発
展
に
つ
な
が
り
、
村

の
健
全
な
維
持
・
発
展
を
可

能
に
す
る
も
の
と
考
え
、
こ

れ
か
ら
も
農
地
の
利
用
調
整

に
努
め
ま
す
。
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・
シ
カ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
等
に
よ
る
農
作

④
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

　
そ
の
機
会
を
創
出
さ
れ
た
い
。

　
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
る
冬
期
間
の
雇
用
創
出
の
た
め
、

六

・
村
農
業
の
ウ
イ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ

　
業
の
支
援
策
を
創
設
さ
れ
た
い
。

　
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
。

モ
デ
ル
事

・
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
は
、

担
い
手

　
基
盤
整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

・
農
業
機
械
の
大
型
化
に
対
応
し
た
、

③
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て

　
討
さ
れ
た
い
。

　
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
を
検

　
農
者
の
募
集
を
図
る
と
と
も
に
、

地

・
担
い
手
対
策
の
た
め
早
急
に
新
規
就

②
新
規
参
入
の
促
進
に
つ
い
て

　
の
集
積
・
集
約
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
手
双
方
へ
の
支
援
策
を
講
じ
、

農
地

・
賃
貸
解
消
の
た
め
、

貸
し
手
・
借
り

①
農
地
の
集
積
に
つ
い
て

意
見
書
の
概
要

た
。

一
職
務
代
理
が
村
長
に
提
出
し
ま
し

。
る
意
見
書
を
立
田
幸
男
会
長
と
江
端
健

一
職
務
代
理
が
村
長
に
提
出

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す

意
見
書

立
田
幸
男
会
長

江
端
健

村
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、

初
と
な
る

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す

 
令
和
２
年
１
２
月
２
５
日
、

初
山
別

村
農
業
委
員
会

は
、

初

に
提
言
し
ま
し
た
。

策
の
予
算
措
置
に
配
慮
願
う
」

と
村
長

に 　
立
田
会
長
は
、
「

実
効
性
の
あ
る
施

策
の
予
算
措
置
に
配
慮
願

」

村
長

　
積
極
的
に
支
援
さ
れ
た
い
。

　
通
し
た
農
業
に
対
す
る
取
り
組
み
を

・
農
楽
校
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

食
育
を

⑤
子
ど
も
の
農
業
体
験
に
つ
い
て

　
援
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
電
牧
柵
の
更
新
や
管
理
作
業
へ
の
支

　
組
に
も
関
わ
ら
ず
増
加
し
て
い
る
。

　
物
被
害
は
、

関
係
者
の
懸
命
な
る
取

平均

①

②

578,400 1,900

10,000 10,000

8,000 Ⅹ 8,000 8,000

2,000 1,100

平均額 最高額 最低額 筆数

水田

7,400

10,800

有明
栄

初山別
千代田

豊岬
明里

10,000 5,000

-　３　-

34

元

2

元

2

元

2

元

2

10,000

全村

共成
大沢

（単位１０a当たり：円）

8,500 1,845 ８１件 ３３件

3,000 13,000 10,000

710,000 10,000 10,000

610,000

9,300

水田 畑 水田 畑 水田 畑

10,000 Ⅹ

13

7,400

畑

15

2,000 25

　
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
に
関
す
る

　
意
見
書
に
つ
い
て

農地を取得する際には、農地中間管理事業が利用できます。北海道農業公社が、一旦農地を買い上
げ、５年間賃貸後、利用者に売り払いする制度です。希望者はお問い合わせ願います。

農地を売る際に、農用地利用集積計画を策定すると、村が登記を代行できます。ただし、相続登記は
村で行わないので、早期に、ご自身で相続登記を行ってください。

参考賃
貸料に
ついて

　過去１年間における農地の賃貸料をお知らせします。なお、契約筆数が５筆未満の場合は
「Ⅹ」掲載。事例がない場合は、空欄。この金額は目安であり、借主と貸主で協議のうえ締結願い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（金額は１００円未満切り捨て）

年地区名

8,400 10,000

10,000 Ⅹ 10,000

3,800

17

ⅩⅩ 11Ⅹ

Ⅹ 13Ⅹ



（

共
成
の
耕
作
放
棄
地
に
て
）

適
化
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

地
の
解
消
を
図
り
、

農
地
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
努
め

す
。

　
農
業
委
員
会
は
、

今
後
も
遊
休

農
地
の
解
消

図
れ

農
地

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

場
所
に
な
る
な
ど
、

農
業
振
興
に

重
大

影
響

及
ぼ

す
。

発
生
を
招
き
、

熊
や
鹿
な
ど
の
隠

れ
場
所
に

、

農
業
振
興

す
だ
け
で
な
く
、

周
辺
へ
の
病
害

虫
発
生

招

、

熊
や
鹿

の

は
農
地
の
有
効
活
用
に
支
障
を
き

す
だ

で

、

周
辺
へ
の
病

　
農
地
の
遊
休
化

(

耕
作
放
棄
）

は
、

農
地
の
有
効
活
用
に
支
障

地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し

。
地
区
を
農
業
委
員
１
１
人
全
員
で

農
地
パ

ー

ル

実
施

　
令
和
２
年
１
０
月
２
１
日
村
内

全
地
区

新
規
就
農
一
年
目

☆
荻
原
光
央
（

お
ぎ
は
ら
み
お
）

作
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

マ
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、

野
菜

に
挑

　
今
年
は
、

近
所
の
ベ
テ
ラ
ン
マ

に
教
わ

が

、

野
菜
に
挑

し
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
改
め
て
北
海
道
の
壮
大
さ
を
実
感

何
処
も
遠
い
で
す
ね
。

　
と
は
言
え
、

や
は
り
北
海
道
は

何
処

遠
い
で
す
ね
。

本
別
は
大

ま
う
も
の
で
す
ね
。

で
し
た
が
、

ど
う
に
か
行
け
て
し

は
言

、

や
は

北
海
道
は

ち
ゃ

ん
と
た
ど
り
着
け
る
か
不
安

で

が
、

い

行

れ
ば

回
が
初
の
長
距
離
運
転
と
な
り
、

 
私
は
運
転
初
心
者
な
の
で
、

今

回
の
本
別
行

が
初
の
長
距
離
運

受
け
て
き
ま
し
た
。

基
本
研
修
と
新
規
参
入
者
研
修
を

受

。

 
本
別
町
の
農
業
大
学
で
ト
ラ
ク
タ

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

テ
ト
チ
ッ

プ
ス
に
し
て
食
べ
た
い
」

　
佐
藤
玲
奈
さ
ん
（

小
３
）

は
「

ポ

と
拾
い
あ
げ
ま
し
た
。

「

男
爵
・
メ
ー

ク
イ
ー

ン
」

を
次
々

が
掘
り
起
こ
し
た
畑
か
ら
、

大
き
な

ン
タ
ー

斉
藤
係
長
の
説
明
後
、

大
人

明
彦
代
表
」

の
あ
い
さ
つ
、

普
及
セ

流
し
ま
し
た
。

中
山
間
事
業
「

岩
井

親
子
が
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
収
穫
に
汗
を

べ
つ
農
楽
校
」

が
開
か
れ
、

３
組
の

　
秋
空
の
晴
天
の
も
と
「

し
ょ

さ
ん

① ࿤

② ࿥

③ ࿦

࿧

࿨

⑤ ࿩

農業に従事する方なら広く加入できる。

積立方式・確定拠出型の年金

保険料は、2万円～6万7千円で決める

終身年金で80歳前に亡くなった場合は遺族へ。

-　４　-

🚙
　

初
の
長
距
離
運
転

🍠
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
食
べ
た

い

認定農業者などは、国庫補助がある。

保険料全額が、税金の申告時に控除される。

農業者年金基金が一元的に運用

任意脱退はいつでも可能

⑤　つのメリット ࿩　つのポイント
農
業
者
年
金
一
口
メ
モ若者・女性にこそ進めたい年金制度！

終身年金制度

事務費は国が全額負担している

④
65歳裁定時に元本割れしていた場合のマ
イナス分を補填する危険準備金がある

千代田：木村茂さんの畑で

ち
ゃ
れ
ん
じ

農
業
女
子

表
紙
か
ら

漬物講習会を協力隊の皆

と企画中です。

みんな来てくださいね。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル


